
Fresh Voice をActive Directory連携させるカスタマイズを実施

シングルサインオン導入が全社員の活用度の高さにつながる

現在1日あたり約15会議が開催され移動時間とコストを削減

がん保険や医療保険。長寿社会を安心に生きていくために欠かせない商品を扱っているアフラック。日本全国に支社を設
けており、会議も多い同社では、その移動にかかる時間やコストが課題となっていた。それらを削減し、本来業務に集中し
ようとエイネットのテレビ会議システム「Fresh Voice」を導入。現在、1日あたり15もの会議がFresh Voiceで行われている。

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社） 様 C A S E  S T U D Y

Active Directory連携で4000 IDのテレビ会議運用を実現
会議用サーバのクラスター化で100拠点同時接続が可能に

セキュリティへの配慮からサーバ型を選択
　お客様第一という精神を掲げるアフラックでは日本全国に支社を設けており、その数70カ
所以上。それだけの拠点を持つ同社には、会議のための出張が多いという問題を抱えてい
た。例えば本社（東京・新宿）で会議が開催される場合、同じ首都圏にあるアフラックスクエア
（東京・調布）から出向いた場合でも、移動に往復1時間はかかる。
　「移動時間を減らし、本業に費やす時間を増やすため、テレビ会議システムを導入しては
というトップ指示があったのです」
　こう振り返るのは、IT戦略プロジェクト推進課副長であり、「Fresh Voice」導入プロジェクト
を担当した箕輪明純氏である。
　2010年12月よりツールの調査を開始し、2011年1月からツールの選定を開始。大前提とし
て挙げたのは、ASP型ではなくサーバ型であること。その理由について箕輪氏は「個人情報
が流出するリスクをなるべく排除したかったからです」と語る。ASP型の場合は、会議のデー
タが外部サーバで保管される。そこから情報が漏えいするリスクを懸念したというわけだ。

全条件を満たしたのはFresh Voiceだけだった
　7社の製品の中から、Fresh Voiceを選択したのは次の4つのポイントをすべて満たしてい
たからだ。第一はインターフェースの使いやすさである。「誰でも直感的に操作ができるよう
な画面構成になっている点を評価しました。マニュアル要らずと言ってもいい」（箕輪氏）
　第二にActive Directory連携を行うLDAPを実装できること。「PC起動後に改めてログイン
することなく、クリック一つでテレビ会議に参加できるようにしたいと考えていたのです。

テレビ会議システム「Fresh Voice」導入事例
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  アフラック 様

1974年に日本初のがん保険を
発売して以来、がん保険や医療
保険を中心に「生きるための保
険」を提供。
個人保険の保有契約件数は生
命保険業界では最多で、2,100
万件を超える（2011年9月末現
在）。また、保険商品やサービスの
提供に留まらず、「がん」をテーマ
としたさまざまな社会貢献に取り
組んでいる。

ユーザー紹介

http://www.aflac.co.jp/

「Active Directory連携とシングルサ
インオンの実現で、全社レベルの活
用が可能になりました」

IT戦略プロジェクト推進部
IT戦略プロジェクト推進課
副長 箕輪 明純 氏

「Fresh Voiceはセキュリティの高さ
に加えてインターフェースの使いや
すさが際立っていました」

（アメリカンファミリー生命保険会社）
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●アフラック様における「Fresh Voice」利用イメージ

LDAPでWindowsプラットフォームのActive Directoryと連携できれば、シングルサインオン
が実現する。これは必須条件でした。また、シングルサインオンには、なりすまし防止効果も
あります」（IT戦略プロジェクト開発課主任　高野晋一氏）
　第三は5拠点20カ所の会議など、100台のPCが同時に接続できる構成が取れること。そし
て最後はツールの将来性である。「当社の中にはタブレット端末を利用している部門があり
ます。Fresh VoiceはiPadに加え、Androidへの対応も考えられていました」（箕輪氏）

4000人の社員全員にIDを付与、一日あたり15会議を開催
　5月の連休明けには3部門50ユーザーでパイロット展開を実施。その間に、「LDAP連携な
どのカスタマイズに着手し、6月末にはテストを実施した」と高野氏。
　アフラックでは誰もがいつでも会議を開催できるように約4000人の社員全員にIDを付
与。各PCにインストールし、本格的な活用が始まったのは8月。本稼働に際してはクラスター
化されたFresh Voiceサーバを2箇所に分散させることで耐障害性を高めた。すでに3カ月が
過ぎたが、「機器との接続マニュアルを用意したぐらいで、特別に何か使い方を指導すること
もありませんでした。ユーザーからの問い合わせも少なく、現在では一日あたり15もの会議
がFresh Voiceで行われています」（高野氏）という。導入効果については「移動時間およびコ
ストの削減が達成されただけではない」と箕輪氏。例えば大阪にある契約管理部門の場合、
東京で会議が開催されると、管理職が出張してしまい、何かトラブルが起こっても判断がすぐ
にできなかった。
　「Fresh Voiceを利用した会議であれば、出張する必要がなくなるため、何かトラブルが
あってもすぐに管理職が判断できます。お客様第一という精神を大事にしている当社にとっ
て、この点が改善されたのは大きいですね」（箕輪氏）
　現在、アフラックのテレビ会議システムは社内ネットワーク内での利用に限定しているが、
将来的にはその利用範囲をビジネスパートナーへも広げていきたい考えだ。
　「当社の場合、対面販売などの営業活動はすべて提携代理店に任せています。そこで提携
代理店との会議や研修をFresh Voiceでできるようになれば、営業担当者の生産性も上がる。
セキュリティの問題もクリアしつつ、代理店とのコミュニケーションツールとして、活用に結び
付けていきたいですね」（高野氏）

シンプルで直感的に使える「Fresh 
Voice」のインターフェース。マウスを数
クリックするだけでテレビ会議を開催で
きる。
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